
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年３月 南魚沼市議会定例会 
一般質問順位表 

質問順位 議席番号 質  問  者 日程 

1 1 大  平     剛 

６日 

（火） 

2 10 塩  川  裕  紀 

3 16 中  沢  一  博 

4 9 桑  原  圭  美 

5 4 吉  田  光  利 

6 8 永  井  拓  三 

7 15 寺  口  友  彦 

8 5 中  沢  道  夫 

9 21 牧  野     晶 

７日 

（水） 

10 6 田  中 せ つ 子 

11 14 佐  藤     剛 

12 3 目  黒  哲  也 

13 2 梅  沢  道  男 

14 7 勝  又  貞  夫 

15 13 岡  村  雅  夫 

計  １５名 



 

 

 

 

 

【質問方式】（いずれも質問制限時間（答弁時間を含まない。）は 30 分）  

 

一括質問一括答弁方式：  全質問項目を一括して行い、答弁も一括して行う。 

（初回は登壇して行い、質問回数は３回まで。）  

一問一答方式：  質問及び答弁を一問ずつ行う。（ただし初回の質問

は、登壇して最初の質問項目のみをまとめて行う。

質問回数に制限なし）  

複合型一問一答方式：  一問一答方式において、質問大項目の最初の質問

はまとめて行い、以降は一問ずつ行う。  



－1－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１ 
 

   市の防災・災害対応について 

 

 （１）災害時に自主防災組織が効率的に機能するためには、住民一

人一人が危機管理意識を持ちそれを共有する事が重要である。

意識向上に向けた現在の取組とその成果は。 

 

 （２）現在、公表されている福祉避難所の数は２か所であり収容人

数は 65 人である。福祉避難所の対象となる人数に対して、現状

をどのように認識した上で今後どのような取組を行っていくの

か。また、要配慮者の広域避難計画はどの程度具体化されてい

るのか。 

 

 （３）雪に対する備えとして、消雪パイプ等の維持修繕は欠かす事

ができないものである。しかし、老朽化等によって融雪量が下

がっている箇所も出てきている。市として現状は把握し、緊急

性の高いものに関しては修繕をしてはいるのだろうが、それと

は別に使用年数に合わせ、順次修繕あるいは更新していく計画

が必要ではないか。 

 

 （４）除雪を行う人員の確保も雪害対策として必要であるが、少子

高齢化の中で新しい人員の確保が困難になりつつある。市とし

ては現在と同水準の質・量を持った除雪人員確保のためにどの

ような取組を行っていくのか。 

議 席 

１  

大

平

 

剛 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－2－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

２ 
 

交通安全について 

 

 （１）新年度を迎えるにあたり、園児、児童、生徒の交通事故が心

配される。子どもたちに対する交通安全指導の現状と、今後の

取組について伺う。 

 

 （２）現在の通学路整備に関する警察署との連携について伺う。 

 

 （３）南魚沼交通安全協会の存続について考えを伺う。 

 

議 席 

１０  

塩

川

裕

紀 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－3－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

３ 
 

１ 財政の“見える化”推進に「新地方公会計制度」の導入を 

 

新地方公会計制度は、従来の地方自治体の会計制度に企業会計

的な要素を取り入れ、財政の“見える化”を進めるものである。 

具体的には、現金の出入りのみを記録する単式簿記による「現

金主義会計」に加えて、原因とともに資産などの増減を記録する

複式簿記による「発生主義会計」の手法を採用している。 

当市の、新地方公会計制度の導入に向けた取組推進と課題につ

いて伺う。 

 

 

 ２ 当市における、住宅宿泊事業法（民泊新法）の考え方について 

 

訪日外国人の急増に伴い、国は一般住宅を宿泊施設として活用

する「民泊新法」を 2018 年６月施行に向けて進めている。 

当市に於いて、旅館業の許可を有した民宿・旅館施設が多い中、

健全な事業者を守るためにも自治体が独自の規制条例をつくる必

要があると考えるが、市長に伺う。 

 

議 席 

１６  

中

沢

一

博 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－4－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

４ 
 

 高齢者が住みよい環境整備を 

 

当市の 65 歳以上が占める高齢者人口は、平成 31 年には 18,000

人を超え、高齢化率が 33%に達する。高齢者福祉は、子どもの教育

や若者の雇用の安定化以上に自治体の大きな課題となっている。

また、高齢者のみの世帯や独居老人世帯の増加に対応できる福祉

政策を検討しなければならないし、労働者の介護離職が進めば、

経済的な影響も考慮しなくてはならなくなる。 

介護職不足に対する抜本的な取組や、運転免許証返納後の「交

通手段」、冬場の除雪など、高齢者の生活を守る部分について質問

する。 

 

 （１）高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定過程における事業所

等へのアンケート結果と今後の方向性について 

 

 （２）高齢者及び要配慮世帯住宅除雪援助事業について 

 

 （３）新たな介護支援ボランティア制度(新規事業)と介護人材不足

への対応について 

 

 （４）医療と介護の連携について 

 

 （５）介護離職と経済への影響について 

 

（６）交通弱者対策とコンパクトビレッジについて 

議 席 

９  

桑

原

圭

美 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－5－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

５ 
 

１ 地域コミュニティ活性化事業について 

 

「主役は地域のみなさん」の下、市民主体にて地域の独自性を

活かしつつ、市内全域 12 地区の地域づくり協議会の中で自由裁量

が認められ、年々整備され充実してきた。しかしながら、施政方

針で示された「さらなる機能拡大と充実」のためには、交付金、

地区の相互連携、後継者育成等にそれぞれ課題があると考えられ

る。そこで林市政に伺う。 

 

（１）行財政改革メリットは、どのように評価されているのか。 

 

（２）さらなる充実拡大を図るべきと思うが、今後の事業展開は。 

 

（３）12 地区の相互連携と水平展開の活性化が必要と思うがどうか。 

 

（４）支援交付金の増額が必要と思うがどうか。 

 

 

２ 婚活支援について 

 

南魚沼市総合戦略の中の「結婚の希望をかなえる支援」におい

て、民間企業や市民団体との連携により婚活をサポートする体制

づくりを推進するとしているが、いま一つ活動が伝わってこない。

そこで林市政に伺う。 

 

（１）現状の取組と成果はどうか。 

 

（２）担当部門に専任等を設け、積極的に取り組むべきと思うがど

うか。 

 

 

議 席 

４  

吉

田

光

利 

（
複
合
型
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－6－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

６ 
 

一般市民向けの市内スキー場共通シーズン券について 

 

今、南魚沼市は生涯教育に力を入れていくということを明言し

ている。特に多雪地域の南魚沼市ならではのスポーツであるスキ

ー・スノーボードは、その生涯教育には欠かせない存在であるこ

とは言うまでもない。一方で、そのスキー・スノーボードを経験

する機会は昔に比べて多くなっているのだろうか。地方創生が叫

ばれる昨今、地域特有のスポーツを地域住民が日常のようにする

ことで地方は活性化し、そして観光収入となりうるものに変わっ

ていくのではないだろうか。そこで、以下のとおり質問する。 

 

（１）子どもがいない市民に対して、市内スキー場共通シーズン券

を購入する機会は与えないのか。 

 

（２）生涯教育とスキー・スノーボードの関わり合いについて 

議 席 

８  

永

井

拓

三 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－7－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

７ 
 

 平成３０年度施政方針演説について 

 

（１）公共施設等総合管理計画に基づき毎年の維持管理更新費削減

金額をいつ公開するのかをうかがう。 

 

（２）外国人宿泊者数増加に向けたランドオペレーターを外国から

誘致する考えはないかうかがう。 

 

（３）ふるさと納税寄付金を新たな基金として積み、一般財源と区

別しておく考えはないかうかがう。 

 

（４）公設民営の上町保育園、めぐみ野保育園、浦佐認定こども園

を公私連携型保育園へ移行して運営形態を変える目的は何かを

うかがう。 

 

 

 

議 席 

１５  

寺

口

友

彦 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－8－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

８ 
 

市の財政運営全般について 

 

   林市政になって、独自色を出せる初の予算編成となったが、厳

しい財政状況の元で、市民の願いに応える内容となっているか伺

う。 

 

（１）これまでの野球場やモンスターパイプなどへの投資によって、

借入金の返済や指定管理料の増加などが、財政圧迫の要因と考

える。そうした傾向が新年度予算でも見受けられるが、見直す

考えはないか。 

 

（２）地方創生の下で、各種事業に投資を続けているが、費用対効

果という点で成果を上げているとは思えない。根本的に見直す

必要があるのではないか。 

 

議 席 

５  

中

沢

道

夫 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－9－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

９ 
 

１ 県原発検証委員会について 

 

（１）市としての問題点・課題をこの委員会に伝えているのか。伝

えているのであれば、どのような点を伝えているのか。 

 

（２）この委員会は伝えた点をどう活かすのか。 

 

 

２ 市内業者育成について 

 

市の予算は減少していく。「市内業者でできることは市内業者

で」を更に進めていかなければならない。どういう方向に進んで

いくのか。 

議 席 

２１  

牧

野

 

晶 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－10－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１０ 
 

１ 児童虐待防止対策の充実について 

 

少子化が進む中、次代を担う子どもたちの心身ともに健やかな

成長を支援することは、社会全体で取り組むべき最重要課題と考

える。 

「南魚沼市子ども・子育て支援事業計画」の児童虐待防止対策

の充実について、取組の成果と今後の課題について伺う。 

 

（１）児童家庭相談では虐待と養護相談がほとんどをしめ、育児放

棄も増えている。早期発見・早期対応に繋がっているか、現状

と課題を伺う。 

 

（２）来年度「自殺対策計画」を策定する中で、すでにある相談窓

口を見直すか伺う。 

 

（３）孤立防止と安全な居場所づくりとして「子ども食堂」に取り

組む考えがあるか伺う。 

 

 

２ 県・市民税申告相談会について 

 

申告相談会は市内１か所になったが、曜日や天気によって混み

合い、納税者に不便が生じている。この相談会は、市民に正しく

洩れなく手続きをして頂く為の重要な場と考える。混乱を少なく

し、納税者が相談し易くする考えがあるかを伺う。 

 

（１）電話予約を受け付ける等の、空き状況を確認できるような工

夫はできないか。 

 

（２）初日と最終日と月曜は混み合うとのアナウンスはあるが、午

前中は混み合うので午後から出直してもらう事もある等の事前

告知をし、遠くから会場に行ってその場になって言われる事が

ないよう、納税者へ配慮した工夫はできないか。 

 

議 席 

６  

田

中

せ

つ

子 
（
複
合
型
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－11－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１１ 
 

未来をつくる子どもたちのための教育環境整備を 

 

 （１）次期学習指導要領実施を見据えた教育の情報化と学習環境の

充実 

①プログラミング教育に向けての情報化（学校の ICT 環境整備）

を今から進める必要があるのでないか。 

②英語の教科化を機に、更に特色ある学校（国際化に向けた）

づくりを。 

 

 （２）子どもの読書活動推進と学校図書室の充実を。 

①学校図書室の蔵書数と廃棄処分等の現状は。 

②学校図書室のデータベース化とその活用方針は。 

③子どもの読書活動推進とアクティブ・ラーニング（児童生徒

の能動的な学び）のためにも学校司書の配置を。 

 

 

 （３）教育現場の業務改善（教員の多忙化解消） 

①市立小中学校教員の残業時間は。 

②教師の多忙化が解消されない理由は。 

③多忙化解消のための具体的対策は。 

 

 （４）今こそ、「教育」をまちづくりの基本に。 

議 席 

１４  

佐

藤

 

剛 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－12－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１２ 
 

１ 南魚沼市の観光振興戦略について 

 

少子高齢化や人口減少など日本経済への不安が高まる中、観光

客の消費が地域に及ぼす経済波及効果は地域の経済循環を高め、

更に幅広い産業に波及していくと共に雇用の維持や創出につなが

っていくため、各地域では観光振興へ期待をしている。そのため

に「観光」の市場は競合参入が増え、激しく変化すると共に競争

が激化している。しかし、日本人国内延べ宿泊数は 2030年には 20％

程減少すると予測されている。また、インバウンドの動向におい

ては、訪日外国人の延べ宿泊数が日本人のそれとほぼ同数となり、

2030 年には訪日外国人の延べ宿泊数は日本人の 1.7 倍になるとの

推計が示されている。 

先般視察した倉敷市においては、平成 16 年策定の倉敷市観光振

興アクションプランを平成 28 年に見直し、平成 32 年までの倉敷

市観光振興プログラムが策定されている。基本施策、５つの戦略、

各主体の役割を明確にした組織体制が構築され、観光振興が展開

されていた。そこで南魚沼市の観光戦略を伺う。 

 

 

 ２ 六日町中心市街地の今後の展開について 

 

   六日町駅を降りるとシンボルである坂戸山が見渡せ、真っ直ぐ

に続く商店街は観光立市にとって重要なゲートウェイである。以

前、六日町商工会から報告された六日町駅前ロータリー並びに周

辺整備について、今後の考えを伺う。 

 

 

 ３ 小・中・高校生の大会出場への支援について 

 

   現在、遠征費等は後援会からの補助で各学校によって保護者の

負担に差が出ていると聞いている。全ての子どもたちが平等に出

場できるように、ある一定以上の大会に出場する場合は市が支援

してはどうか。 

 

議 席 

３  

目

黒

哲

也 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－13－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１３ 
 

１ 魚沼地域の医療体制の充実に向けた医療再編への取組について 

基幹病院では、来年度も三つの病棟が立ち上がらない見込みで

あり、一日も早い医療再編の完結が急がれる。 

（１）どのような考えから、平成 30 年度病院事業会計当初予算を赤

字予算編成としたのか伺う。  

（２）基幹病院の現状もある中で、一日も早い医療再編の完結を目

指す必要があるが、現状における問題点の認識やその改善に向

けた対策等について伺う。  

 

２ ２０２０東京五輪に向けた受動喫煙防止対策の推進について 

東京五輪に向け、国は受動喫煙防止の健康増進法改正案を検討

中である。当市も、いきいき市民健康づくり計画を作成し、取組

を進めている。 

（１）当市における「世界禁煙デー」とそれに続く「禁煙週間」の

取組内容について伺う。  

（２）東京五輪に向けた当市の受動喫煙防止対策の実施計画につい

て伺う。  

（３）敷地・施設内禁煙未実施 11％の公共施設はどこか伺う。  

（４）市役所本庁舎、大和庁舎及び塩沢庁舎での受動喫煙防止対策

の現状について伺う。  

 

３ 県道欠之上五日町線の道路改良について 

八箇峠道路の開通、中学校の統合、大巻地区の小学校統合計画

等、交通体系や通学状況の変化に対応した交通安全対策のため、

県道欠之上五日町線の道路改良は喫緊の課題と考える。改めて県

に対して道路改良を強く要望すべきと思うが、考えを伺う。 

 

４ ＪＲ上越線の除雪対策の充実について 

ＪＲ上越線は、市民にとって生活に根を張った極めて重要な公

共交通機関であり、通勤や通学、通院等に欠かせない路線となっ

ている。国鉄時代はどんなに大雪でも必死で路線の確保に取り組

んだが、近年はその面影はない。今冬も度々運休が見られ、通勤

や通学に大きな支障が出ている。沿線自治体と連携し、強い決意

をもってＪＲ上越線における雪対策の充実を要望すべきと思うが

考えを伺う。 

議 席 

２  

梅

沢

道

男 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－14－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１４ 
 

１ 市内の空き家・空き地について 

 

 （１）空き家・空き地は年々増加傾向にあるが、これに対する市の

取組はどうか。空き家バンクの現状について市長の所見を問う。 

 

 （２）市の中心市街地にも空き地が目立つ。「市が買い上げて、街づ

くりを推進するべきだ」との、市民の声もある。空き地の増加

は、新たな街づくりのチャンスでもあると思うが、市の今後の

取組について問う。 

 

 

 ２ 教育現場における「おいしい食べきり運動」について 

 

   学校給食における食べ残しの現状はどうか。食べ残しが増える

傾向も見られると聞いているが、どのような対策をとっているの

かを問う。 

 

 

 ３ ごみ処理施設について 

 

   ごみ処理施設の建設が最大の課題になっている。新ごみ処理施

設の燃焼方式は、ストーカ方式ということで承認されている。 

 

 （１）この方式だと残渣が従来の約３倍になると聞いているが、こ

の点について市長の所見を問う。 

 

 （２）廃棄物の残渣の最終処分場についてはどのように考えている

かを問う。 

 

 （３）ごみを減らす努力も必要と思うが、分別・リサイクルについ

ての市長の考え方を問う。 

議 席 

７  

勝

又

貞

夫 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－15－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１５ 
 

１ 新ごみ処理施設建設に当たって 

 

平成 28 年度に行われた建設地一般公募では、いずれも不適当と

の結果だった。市主導で選定するとの方針で、国際大学用地内の

土地が最適との判断に至り、周辺集落行政区長に説明がされた。

今後、行政区単位の地元説明会、希望団体等への説明会を予定し

ている。健康・環境・農業への影響を心配する人が多くいる。 

 

（１）新ごみ処理施設の焼却炉の安全性について伺う。 

 

（２）設計、建設、運転業務をセットで入札するＤＢＯ方式で安全・

安心が保てるか。 

 

（３）熱エネルギーの有効活用で循環型社会形成地域計画の策定と

あるが、方針を伺う。 

 

 

２ バイオマスタウン構想の見直しに当たって 

 

施政方針の林業振興では、ペレットストーブ補助金で林地残材

の利活用を進め、循環型社会の構築を目指すとある。また、市内

産杉での建築を推進し、地域材の利用拡大による資源循環型の森

林整備を図り、林業・建築業・木材産業の活性化、雇用の創出を

目指すとある。実態は、ペレット製造は中止され、森林組合は製

材部門から撤退する。 

 

（１）平成 21 年策定のバイオマスタウン構想が見直されると聞く。

総括と見直しの方針を伺う。 

 

（２）バイオマス発電の動きがあると聞くが、市は関与しているか。 

 

 

議 席 

１３  

岡

村

雅

夫 

（
複
合
型
一
問
一
答
方
式
） 

 


